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金
子
十
郎
家
忠
ゆ
か
り
の
地
　

探
訪

金
子
十
郎
家
忠
の
ゆ
か
り
の
地
は
、本
拠
地
の
あ
っ
た

埼
玉
県
入
間
市
な
ど
に
多
く
残
っ
て
い
る
。

爽
や
か
な
秋
、歴
史
散
歩
に
で
か
け
て
み
て
は
。入

間
市
内
編

瑞
穂
・
青
梅
編
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「かつらかわ橋」を渡ると馬頭坂の石碑がある家忠の館が近くにあったという霊園から金子の地を眺める

小高い丘の上にある金子一族の墓

白
髭
神
社

昔
は
筥
の
池
と
呼
ば
れ
た
狭
山
ヶ
池 静かに佇む松原稲荷神社

　
金
子
氏
は
入
間
市
の

ほ
か
、
現
在
の
瑞
穂
町

や
青
梅
市
今
井
東
部
も

勢
力
下
に
置
い
て
い

た
。

　
瑞
穂
町
箱
根
ケ
崎
に

は
詳
細
は
失
わ
れ
て
し

ま
っ
た
よ
う
だ
が
、
畠

山
重
忠
の
伝
説
が
あ
っ

た
と
い
う
「
松
原
稲
荷

神
社
」
と
、
そ
の
西
側

に
鎌
倉
古
街
道
が
残

る
。
横
田
基
地
が
で
き

て
鎌
倉
古
街
道
は
消
え

て
し
ま
っ
た
が
、
家
忠

が
鎌
倉
へ
赴
く
た
め
に

使
っ
た
と
い
わ
れ

「
金
子
街
道
」
と
も

呼
ば
れ
て
い
た
と
い

う
。

　
同
町
殿
ケ
谷
に
は
村

山
党
の
氏
神
と
し
て
崇

敬
を
受
け
た
「
阿
豆
佐

味
神
社
」
が
あ
る
。
同

神
社
は
８
９
２
年
に
村

山
党
の
祖
・
高
望
王
が

創
建
し
た
と
伝
わ
っ
て

い
る
。

　
ま
た
、
狭
山
ヶ
池
は

鎌
倉
時
代
か
ら
す
で
に

広
く
知
ら
れ
て
い
た
よ

う
で
、
当
時
は
現
在
よ

り
広
大
で
「
筥
の
池
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
。
鎌

倉
時
代
後
期
の
歌
集

「
夫
木（
ふ
ぼ
く
）集
」

に
次
の
歌
が
載
っ
て
い

る
。

冬
深
み
筥
の
池
辺
を

朝
ゆ
け
ば
氷
の
鏡

見
ぬ
人
ぞ
な
き

　　
家
忠
も
金
子
か

ら
鎌
倉
へ
行
く
途

中
、
一
休
み
す
る

た
め
立
ち
寄
っ
た

こ
と
も
あ
っ
た
に

違
い
な
い
。

　
ま
た
、
青
梅
市

の
塩
船
観
音
寺
も

鎌
倉
時
代
に
金
子

氏
の
庇
護
を
受
け

栄
え
、
若
く
し
て

亡
く
な
っ
た
家
忠

の
子
息
の
追
善
供

養
の
た
め
、
子
孫

が
二
十
八
部
衆
を

納
め
た
と
伝
わ
っ

て
い
る
。
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な
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家
忠
の
弟
・
近
範
が
建
立
し
た
、
入
間

市
仏
子
の
高
正
寺
。
高
さ
２
５
５
㌢
㍍

の
板
碑
は
、
製
作
年
不
明
だ
っ
た
が
平

成

年
に
山
口
県
萩
市
の
金
子
氏
ゆ
か

り
の
家
の
資
料
で
、
市
内
最
古
の
寛
元

４
年
（
１
２
４
６
）
の
も
の
と
判
明

▲金子一族の墓地の入り口。左の
石柱には「全国かねこ姓発祥地」
とも刻まれている

　
金
子
十
郎
家
忠
開
基
の

瑞
泉
院
は
現
在
霊
園
に
変

わ
っ
て
い
る
が
、
木
に
囲

ま
れ
た
道
を
上
が
る
と
、

「
金
子
一
族
の
墓
」
と

「
金
子
家
忠
一
族
位
牌

堂
」
が
あ
る
。

　
「
金
子
氏
一
族
の
墓
」

は
６
基
の
宝
篋
印
塔
が
あ

り
、
造
立
年
代
・
造
立
者

な
ど
は
不
明
だ
が
、
金
子

十
郎
家
忠
と
そ
の
一
族
を

偲
ん
で
造
立
さ
れ
た
も
の

と
い
わ
れ
て
い

る
。
位
牌
堂
の
中

に
は
金
子
一
族
の

位
牌
が
安
置
さ
れ

て
お
り
、
金
泥
で

家
忠
の
印
号
法

名
、弟
や
子
ど
も
、

夫
人
ら
の
法
名
が

記
さ
れ
て
い
る

（
形
式
か
ら
江
戸

時
代
の
も
の
と
推

定
）
。
ま
た
、
家

忠
の
屋
敷
も
こ
の

付
近
に
あ
っ
た
と

い
い
、
高
台
に
あ

る
霊
園
か
ら
は
金

子
の
地
が
一
望
に

見
渡
せ
る
。

　
そ
の
近
く
の
桂

川
神
社
は
、
も
と

も
と
家
忠
の
屋
敷

の
鬼
門
除
け
と
し

て
建
立
さ
れ
た
赤

城
明
神
社
が
発
祥

と
も
伝
わ
る
。
後
に
、
鎌

倉
幕
府
開
府
前
後
に
創
始

し
た
と
い
う
高
福
寺
の
山

上
に
あ
っ
た
雷
電
神
社
を

合
祀
し
た
た
め
、
現
在
は

雷
除
け
の
神
様
と
し
て
信

仰
を
集
め
て
い
る
。

　
ほ
か
に
も
家
忠
が
１
１

６
８
年
に
社
殿
を
造
営

し
、
武
運
を
祈
願
し
た
と

い
う
「
白
髭
神
社
」
（
そ

の
後
、
家
忠
か
ら

代
目

の
子
孫
・
金
子
越
中
守
家

定
が
１
５
７
２
年
に
社
殿

を
再
建
）
、
家
忠
が
馬
頭

観
音
堂
に
行
く
の
に
使
っ

た
と
い
う
「
馬
頭
坂
」
。

ま
た
、
白
髭
神
社
を
再
建

し
た
金
子
筑
後
守
家
定

（
１
５
８
７
年
死
去
）
開

基
の
高
養
寺
も
あ
る
。

　
少
し
離
れ
た
同
市
仏
子

の
高
正
寺
は
家
忠
の
弟
・

近
範
一
族
の
菩
提
寺
で
、

近
範
の
持
念
秘
仏
・
虚
空

蔵
菩
薩
が
安
置
さ
れ
て
い

る
。
同
市
新
久
の
龍
圓
寺

か
ら
高
正
寺
近
く
ま
で
を

つ
な
ぐ
峠
道
は
金
子
坂
と

呼
ば
れ
近
範
の
砦
跡
と
言

い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
金
子
氏
で
は
な
い
が
、

入
間
市
宮
寺
の
西
勝
院

に
、
家
忠
と
同
じ
村
山
党

の
、
村
山
頼
任
の
孫
・
宮

寺
五
郎
家
平
が
築
い
た
館

の
跡
が
あ
り
、
境
内
の
東

側
に
土
塁
な
ど
遺
構
が
残

っ
て
い
る
と
い
う
。
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